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インターバンクの声 （2016年 3 月 28 日） 
 

今週は後半に本邦の期末・期初を迎え、米雇用統計の発表も予定されている

ため、為替ディーラーのみならず市場関係者にとっては緊張感が高まる一週

間になりそうだ。その直前の先週末はイースター前のグッド・フライデーと

あって、ニューヨーク市場も外国為替市場が開いていたと言っても実質的に

は休場状態で、夜中も想定外の相場変動を気にせずに眠ることが出来た。就

寝前に確認出来た米第４・四半期実質ＧＤＰ確定値は、個人消費が上向きに

改定されたことで年率換算で前期比１．４％増に上方修正されたが、市場参

加者が少ないために反応は限定的だった。先週は米ＧＤＰの上方修正の発表

前にも複数の米連邦制度準備理事会（ＦＲＢ）の高官から４月の利上げを示

唆する発言が相次いだり、原油価格もゆっくりだが上昇に転じているように

見え、ドルも上向きに動きつつあるようにも感じられた。あとはいまだに不

透明感が強い中国経済の先行きにも明るさが見えてくれば勇気づけられるの

だが、３月の中国製造業ＰＭＩの発表は米雇用統計と同じ日のため、それま

では上海総合指数の動きなどを注視して行くしかないようだ。 
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